
町
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
信
販
売

「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」（
く
ら
て
エ
ス
ジ
ー
）
を
12

月
下
旬
に
開
設
し
、
鞍
手
町
の
特
産
品
な
ど
を
全
国

に
向
け
て
広
く
販
売
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
「
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
を
ご
希
望
の
人
は
、
12
月
中
旬
か
ら
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
出
店
要
件
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
、
必
要
書
類
を
企
画
財
政
課
地
域
振
興
班

ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
地
域
振
興
班
☎
４
２

局
２
１
１
１
番
ま
で
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

地
震
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

持
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
再
認
識

●
西
区
自
主
防
災
組
織　

西
区
区
長　

柴
田
恒
男
さ
ん

11
月
10
日
、
地
震
災
害
発
生
。
西
区
で
火
災
、
建
物
崩
壊
、

負
傷
者
等
が
多
数
発
生
し
た
想
定
内
容
で
、
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
西
区
自
主
防
災
組
織
が
で
き
て
初
め
て
の
防
災
訓
練

で
す
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
の
住
民
81
人
が
参
加
。
町
役
場
、
消

防
署
、
消
防
団
等
の
協
力
の
下
、
消

火
訓
練
、
応
急
手
当
、
搬
送
要
領
等

の
実
技
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
区
民
は
、
消
防
署
職
員
の
指

導
を
受
け
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
、

防
災
に
対
す
る
備
え
、
住
民
相
互
の

連
携
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
再

認
識
で
き
、
持
続
的
な
取
り
組
み
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

風
船
に
た
く
し
た

人
権
の
花

●
役
場
福
祉
人
権
課

剣
南
小
学
校
３
年
生
の

児
童
た
ち
が
春
か
ら
夏
に

か
け
て
育
て
た
ひ
ま
わ
り

の
種
を
収
穫
し
ま
し
た
。

こ
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
袋

に
入
れ
、
エ
コ
風
船
に
つ

け
て
、
飛
ば
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
風
が
強
く
、

大
変
で
し
た
が
、
う
ま
く
大
空
高
く
飛
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
人
権
擁
護
委
員
が

人
権
の
花
運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
12
月
の
人
権
週
間
の
期
間
中
に
中

央
公
民
館
で
「
ひ
ま
わ
り
」
の
生
育
過
程
や
児

童
が
作
成
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

木彫 犬塚俊之さん
（中山）

右上の小さな字は、てん字で「千
客万来」と彫っています。春夏冬で、
秋がないのは、「商い」と二升は「ま
すます」、五合は「はんじょう」と
読み替えます。つまりたくさんの
お客さんに来てもらって「商いま
すます繁盛」となります。

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

●
役
場
企
画
財
政
課
地
域
振
興
班

俳句 井上一子さん
（室木）

10 月 19 日の夜の
こと、まほろばの里、
長谷寺で秋祭りの最終
日、福原一間師の篠笛
と南陵太鼓の嬌艶を見
た。闇にひびく篠笛の
幽玄な音色と若者の叩
く太鼓の素晴らしさに
感動。ぜひ、来年も見
たいと思う。

六
峰
に 

ひ
び
け
よ
太
鼓 

秋
祭
り

舞
踊
協
会
定
期
公
演
会

●
鞍
手
町
舞
踊
協
会

鞍
手
町
舞
踊
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
第
16
回
定
期
公

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者
が
多
数
出
演

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

藤
間
菊
名
里
☎
４
２
局
２
０
４
５
番
ま

で

現
在
、
三
連
覇
中

●
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｇ
３

10
月
20
日
、
大
分
県
別

府
市
で
行
わ
れ
た
「
つ
た
や

カ
ッ
プ
少
年
少
女
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
選
手
権
」
で
優
勝
し

ま
し
た
。
現
在
、
毎
週
の
よ

う
に
大
会
が
続
き
、
県
内
・

県
外
の
大
会
で
三
連
覇
中
で

す
。
残
り
の
大
会
も
優
勝
を

め
ざ
し
、
春
に
行
わ
れ
る
九

州
大
会
・
全
国
大
会
出
場
に

向
け
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての100字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
棒針は、以前から苦手意識が強く、
いつも挑戦する気持ちで編んでいま
す。やっとの思いで出来た作品です。

表装 小早川文葊さん
（直方市）

表装を習い始めて一年。最初の掛
軸に挑戦しまし
た。本紙は禅画
師の法印秋成氏
の達磨図。先生
の指導により、
立派に出来上が
り一人で満足し
ています。今後
第２、第３の作
品に挑戦したい
と思っています。

桑原カオルさん
（中山）

Relay Essay

鞍
手
町
に
大
正
生
ま
れ
の
方
々
は
何
人

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
正
か

ら
昭
和
に
移
行
し
て
、
次
第
に
軍
靴
の
音

が
高
ま
り
は
じ
め
ま
し
た
。
や
が
て
あ
の

忌
ま
わ
し
い
大
戦
と
な
り
、
そ
の
最
中
に

青
春
時
代
を
送
っ
た
の
が
大
正
生
ま
れ

で
、
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
時
代

で
し
た
。

私
も
大
正
生
ま
れ
、今
流
行
の
言
葉「
終

活
」の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。「
終
活
と
は

最
期
ま
で
よ
く
生
き
る
こ
と
」
と
。
生
来

気
楽
な
性
格
の
私
は
、
楽
し
く
よ
く
生
き

る
こ
と
に
決
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
健
康

で
自
立
、
趣
味
を
続
け
る
。
出
か
け
る
。

身
辺
整
理
等
々
…
…
。
老
人
に
な
る
こ
と

も
楽
し
い
こ
と
に
思
え
て
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
、
深
く
感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
る

昨
今
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
他
の
街
か
ら
訪

ね
て
来
た
友
人
が
、
鞍
手
町
を
次
の
よ
う

に
言
い
ま
し
た
。「
山
々
が
遠
く
に
連
な

り
田
園
が
広
が
り
、
歴
史
も
あ
り
良
い
処

で
す
ね
」
と
。
ま
さ
に
自
然
災
害
が
少
な

く
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
良
い
里
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
来

る
文
化
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

文
化
活
動
を
行
う
拠
点
と
し
て
中
央
公

民
館
で
活
動
で
き
る
こ
と
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
場

合
は
会
場
が
手
狭
で
、
音
響
、
照
明
も
意

の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
観
客
席
は
平
面
で
後

部
座
席
は
正
面
が
見
え
に
く
く
、
鬱う

つ
う
つ々

た

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル
の
建

設
に
は
諸
々
の
困
難
が
あ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
将
来
、
文
化
行

事
が
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
「
文
化
ホ
ー

ル
」
の
あ
る
鞍
手
町
を
夢
見
て
い
る
一
人

で
す
。
こ
れ
も
終
活
を
迎
え
た
私
の
つ
ぶ

や
き
で
し
ょ
う
か
。

次
回
は
、
川
波
英
一
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
谷
富
子
さ
ん
（
木
月
・
88
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

来
年
１
月
12
日
は
鞍
手
町
成
人
式

●
教
育
課
社
会
教
育
班

平
成
25
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
該
当
す
る
人
に
は
12
月
初
旬
に
往
復
は
が
き

で
ご
案
内
し
ま
す
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
後
に

町
外
に
転
出
し
て
い
る
人
で
、
鞍
手
町
の
成
人
式

に
出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育
課
社
会
教
育
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会

沿
道
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
い

●
鞍
手
町
体
育
協
会

12
月
15
日
（
日
）
に
第
68
回
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

鞍
手
町
か
ら
も
２
チ
ー
ム
参
加
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
援
が
力
に
な
り
ま

す
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
15
日
（
日
）　

10
時
ス
タ
ー
ト

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

小
竹
町
運
動
公
園

●
区
間　

▽
第
１
区
7.7
㎞
＝
小
竹
町
運
動
公
園
～
直
方
市
西
部
運
動
公
園

▽
第
２
区
4.5
㎞
＝
～
タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
前
（
到
着
予
定
＝
10
時
38

分
頃
）
▽
第
３
区
4.3
㎞
＝
～
鞍
手
消
防
署
出
張
所
先
（
到
着
予
定
＝
10

時
52
分
頃
）
▽
第
４
区
6.0
㎞
＝
～
ト
ヨ
タ
従
業
員
駐
車
場
先
▽
第
５
区

4.9
㎞
＝
～
若
宮
郵
便
局
前
▽
第
６
区
5.1
㎞
＝
～
宮
若
市
中
央
公
民
館
▽

第
７
区
7.2
㎞
＝
～
小
竹
町
運
動
公
園

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
体
育
協
会
（
中
央
公
民
館
）
☎
４
２
局
７
２
０
０

番
ま
で


